
審
査
結
果
（
令
和
二
年
九
月
三
日
） 

 

少
年
部 

仮
二
級 

  
望
月 

大
雅 

          

三
級
合
格 

 

加
藤 

大
馳 

         

基
本
稽
古
の
前
手
肘
打
ち
、
肩
を
回
す
。
横
蹴
り
は
、
足
刀
を
作
る
。
移
動
稽
古
の
半
き
ば
立
ち
、
後
手

の
ガ
ー
ド
は
あ
ご
の
高
さ
に
上
げ
る
。
回
る
時
は
前
方
で
は
な
く
頭
上
で
手
を
重
ね
る
。
型
の
二
、
下
段

回
し
蹴
り
は
引
き
足
を
取
る
。
内
受
け
は
、
手
を
斜
め
前
方
に
出
す
。
肘
か
ら
先
を
立
て
る
。
残
心
は
、

三
秒
取
る
。
約
束
組
手
四
の
反
撃
、
後
ろ
足
を
交
叉
し
て
踏
み
出
す
の
で
は
な
く
、
前
足
の
横
へ
揃
え
な

が
ら
回
り
込
む
。 

  

基
本
稽
古
の
上
げ
打
ち
、
肘
の
角
度
を
固
定
せ
ず
、
開
閉
の
動
作
を
使
い
な
が
ら
打
つ
。
ひ
じ
打
ち
は
、

相
手
と
の
間
合
い
を
も
っ
と
近
く
に
想
定
し
、
肩
を
回
し
て
打
つ
。
前
蹴
り
は
、
右
足
か
ら
蹴
る
。
右
か

か
と
落
と
し
は
、
内
側
か
ら
蹴
る
。
移
動
稽
古
の
順
突
き
か
ら
上
げ
打
ち
、
動
き
を
区
切
ら
ず
、
順
突
き

を
引
き
な
が
ら
上
げ
打
ち
を
出
す
。
横
蹴
り
は
、
真
っ
直
ぐ
蹴
り
込
む
。
型
の
三
、
最
初
の
回
り
込
み
は

前
足
を
大
き
く
外
へ
踏
み
出
す
。
首
を
取
る
時
は
、
後
ろ
足
の
か
か
と
を
返
す
。
膝
蹴
り
は
、
軸
足
の
か

か
と
を
上
げ
、
蹴
り
足
の
足
首
を
伸
ば
し
て
蹴
る
。
裏
拳
か
ら
横
蹴
り
、
蹴
り
終
わ
っ
て
か
ら
手
を
重
ね
、

顔
の
向
き
を
変
え
る
。
逆
回
し
、
引
っ
掛
け
る
よ
う
に
水
平
に
蹴
る
。
相
手
を
制
し
な
が
ら
の
下
段
回
し

蹴
り
、
手
は
真
後
ろ
に
向
け
て
出
す
。
内
受
け
は
強
く
。
外
受
け
は
、
肩
を
回
す
。
す
ね
受
け
は
下
段
。

後
ろ
回
し
蹴
り
の
前
の
寄
せ
足
は
、
元
の
位
置
ま
で
戻
す
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。 



仮
三
級 

  

岡 

稜
真 

      

五
級
合
格 

松
島 
陽
芽 

      

六
級
合
格 

 

パ
ル
マ
ー
仁
奈 

          

全
体
的
に
、
左
の
順
突
き
・
逆
突
き
が
下
か
ら
す
く
う
よ
う
に
打
っ
て
い
る
の
で
、
真
っ
直
ぐ
打
つ
こ
と
。

基
本
稽
古
の
逆
突
き
、
号
令
に
合
わ
せ
て
打
つ
。
前
手
上
げ
打
ち
、
打
ち
終
わ
り
の
位
置
が
高
い
の
で
中

段
へ
打
つ
。
内
回
し
、
蹴
り
終
り
に
斜
め
を
向
い
て
い
る
の
で
、
一
回
一
回
正
面
を
向
く
。
右
上
段
双
手

受
け
、
壁
側
の
手
の
脇
を
締
め
、
地
面
と
垂
直
に
立
て
る
。
型
の
一
、
三
本
蹴
り
の
後
の
回
る
所
は
ゆ
っ

く
り
と
。
半
き
ば
立
ち
、
前
手
ガ
ー
ド
を
上
げ
、
肩
の
高
さ
に
す
る
。 

基
本
稽
古
・
移
動
稽
古
の
横
蹴
り
は
、
足
刀
を
作
る
。
移
動
稽
古
の
順
突
き
は
、
肩
を
回
す
。
前
蹴
り
は
、

中
心
に
か
か
え
込
ん
で
か
ら
ま
っ
す
ぐ
蹴
る
。
型
の
一
の
す
ね
受
け
、
三
本
蹴
り
の
後
の
回
る
所
、
横
蹴

り
前
の
足
を
引
く
所
な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
円
滑
に
動
く
。
三
本
蹴
り
、
一
本
目
と
二
本
目
の
間
は
、

一
拍
、
間
を
空
け
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
約
束
組
手
一
の
反
撃
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
の
で
、
突
き

に
合
わ
せ
て
捌
く
。 

基
本
稽
古
の
前
手
肘
打
ち
、
よ
く
指
示
を
聞
き
、
正
し
い
動
作
を
す
る
。
横
蹴
り
は
、
足
刀
を
作
る
。
移

動
稽
古
の
逆
突
き
、
目
の
高
さ
で
は
な
く
あ
ご
の
高
さ
に
打
つ
。
型
の
二
の
下
段
回
し
蹴
り
、
も
も
の
高

さ
へ
蹴
る
。
首
を
取
る
手
、
後
ろ
足
の
か
か
と
を
返
す
。
相
手
の
頭
を
手
の
平
で
押
さ
え
る
よ
う
に
斜
め

下
へ
向
け
る
。
ひ
ざ
蹴
り
の
足
首
は
伸
ば
す
。
順
突
き
・
逆
突
き
、
歩
か
ず
に
正
し
く
足
を
送
る
。
残
心

を
三
秒
取
る
。 



六
級
合
格  

山
﨑 

脩 

     

九
級
合
格  

楠
奥 
大
輝 

  

九
級
合
格  

髙
鹿 

星
矢 

   

九
級
合
格  

染
谷 

計
羽 

          

全
体
的
に
、
気
合
が
小
さ
い
。
基
本
動
作
の
座
礼
、
手
を
付
く
時
は
、
ひ
じ
を
伸
ば
す
。
基
本
稽
古
の
横

蹴
り
は
、
足
刀
を
作
る
。
外
受
け
は
、
肩
を
回
す
。
移
動
稽
古
の
回
る
と
き
、
振
り
向
く
方
向
と
同
じ
手

を
前
に
重
ね
る
。
型
の
一
、
す
ね
受
け
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
途
中
で
足
を
付
か
な
い
よ
う
に
し
、
円
滑

に
回
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。 

自
分
の
席
へ
戻
る
時
、
座
礼
の
順
番
を
守
る
。
基
本
動
作
の
座
礼
は
、
頭
を
下
げ
て
か
ら
気
合
を
入
れ
、

三
秒
数
え
て
か
ら
戻
す
。
組
手
立
ち
、
横
は
肩
幅
に
広
げ
る
。
閉
足
立
ち
は
、
脇
を
締
め
る
。 

 

基
本
稽
古
の
順
突
き
、
前
足
の
膝
を
曲
げ
て
お
く
。
打
ち
終
わ
っ
た
ら
元
の
構
え
に
戻
り
、
肩
を
引
き
過

ぎ
な
い
。
前
蹴
り
、
足
が
真
っ
直
ぐ
に
な
る
よ
う
蹴
る
。 

自
分
の
席
へ
戻
る
時
、
座
礼
の
順
番
を
守
る
。
基
本
動
作
の
組
手
立
ち
、
横
は
肩
幅
に
広
げ
る
。 

自
分
の
席
へ
戻
る
時
、
座
礼
の
順
番
を
守
る
。
基
本
動
作
の
自
然
体
、
足
は
肩
幅
に
開
く
。
手
先
は
、
身

体
の
幅
に
開
く
。
座
礼
は
、
頭
を
下
げ
て
か
ら
気
合
を
入
れ
、
三
秒
数
え
て
か
ら
戻
す
。
組
手
立
ち
、
横

は
肩
幅
に
広
げ
る
。
手
は
、
あ
ご
の
高
さ
に
構
え
る
。 



保
留
再
審
査 

中
野 

幸
大 

        

保
留
再
審
査 

水
島 

丈 

                

型
を
演
じ
る
時
は
、
一
組
の
技
は
流
れ
る
よ
う
に
つ
な
げ
、
組
間
に
は
間
を
置
き
、
リ
ズ
ム
を
作
る
。
型

の
一
、
す
ね
受
け
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
円
滑
に
回
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
型
の
二
、
下
段
回
し
蹴

り
は
ス
ナ
ッ
プ
を
効
か
せ
て
蹴
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
型
の
三
の
回
し
崩
し
、
手
だ
け
で
側
方
ま
で

崩
さ
ず
、
相
手
を
正
面
に
と
ら
え
て
お
く
。
膝
蹴
り
、
軸
足
は
か
か
と
を
上
げ
、
伸
び
上
が
っ
て
蹴
る
。

横
蹴
り
は
か
か
え
込
み
を
作
り
、
引
き
足
を
取
る
。
相
手
を
制
し
な
が
ら
の
下
段
回
し
蹴
り
、
手
は
振
ら

ず
に
残
す
。
後
ろ
回
し
蹴
り
の
前
の
寄
せ
足
は
、
元
の
位
置
ま
で
戻
す
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。 

型
の
二
、
三
を
再
審
査
。 

基
本
稽
古
の
前
手
上
げ
打
ち
、
肩
を
回
し
て
タ
メ
を
作
り
、
戻
し
な
が
ら
打
つ
。
前
蹴
り
、
上
段
に
蹴
る
。

回
し
蹴
り
の
後
ろ
の
手
は
、
あ
ご
を
ガ
ー
ド
す
る
。
横
蹴
り
、
足
刀
を
作
る
。
内
受
け
、
よ
く
指
示
を
聞

き
、
正
し
い
動
作
を
す
る
。
左
内
受
け
、
頭
を
隠
す
高
さ
に
上
げ
る
。
外
受
け
は
肩
を
回
す
。
上
段
双
手

受
け
、
頭
を
隠
す
高
さ
に
上
げ
る
。
型
の
二
の
下
段
回
し
蹴
り
、
も
も
の
高
さ
へ
蹴
る
。
膝
蹴
り
、
身
体

を
横
に
傾
け
な
い
。
内
受
け
は
、
肘
か
ら
先
を
立
て
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
約
束
組
手
の
三
の
攻
撃
、

寄
せ
た
足
は
前
足
よ
り
前
に
踏
み
出
さ
な
い
。
反
撃
の
寄
せ
足
は
、
元
の
場
所
へ
戻
し
て
か
ら
回
り
込
む
。 

基
本
稽
古
の
前
手
上
げ
打
ち
、
内
受
け
を
再
審
査
。 



保
留
再
審
査 

小
関 

琉
矢 

        

保
留
再
審
査 

パ
ル
マ
ー 
望
明 

                

基
本
稽
古
の
順
突
き
、
後
ろ
の
手
は
あ
ご
を
ガ
ー
ド
す
る
。
逆
突
き
は
、
肩
を
回
す
。
回
し
蹴
り
は
、
タ

メ
を
大
き
く
作
っ
て
蹴
る
。
横
蹴
り
は
、
足
刀
を
作
る
。
外
受
け
は
、
肩
を
回
す
。
移
動
稽
古
の
順
突
き

は
、
肩
を
回
す
。
前
蹴
り
、
回
し
蹴
り
、
足
首
を
締
め
、
中
足
を
返
す
。
型
の
一
の
す
ね
受
け
、
三
本
蹴

り
の
後
の
回
る
所
、
横
蹴
り
前
の
足
を
引
く
所
な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
円
滑
に
動
く
。
膝
を
曲
げ
過
ぎ

ず
、
す
ね
を
地
面
と
垂
直
に
保
つ
。
横
蹴
り
、
閉
足
立
ち
に
戻
す
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
視
線
は
、
前

に
向
け
る
。
約
束
組
手
一
の
反
撃
、
よ
く
指
示
を
聞
き
、
正
し
い
動
作
を
す
る
。 

約
束
組
手
一
を
再
審
査
。 

 

全
体
的
に
、
気
合
が
小
さ
い
。
基
本
動
作
の
座
礼
、
手
を
付
く
時
は
、
ひ
じ
を
伸
ば
す
。
基
本
稽
古
・
移

動
稽
古
の
順
突
き
、
肩
を
回
す
。
逆
突
き
は
、
上
か
ら
打
ち
下
ろ
さ
ず
、
真
っ
直
ぐ
打
つ
。
基
本
稽
古
の

外
受
け
は
、
肩
を
回
す
。
前
蹴
り
は
、
右
足
か
ら
蹴
る
。
回
し
蹴
り
、
中
足
を
返
す
。
横
蹴
り
は
、
足
刀

を
作
る
。
移
動
稽
古
と
型
の
半
き
ば
立
ち
、
回
る
時
は
肘
を
伸
ば
し
て
、
頭
上
で
重
ね
る
。
型
の
一
の
三

本
蹴
り
、
一
本
目
と
二
本
目
の
間
は
、
一
拍
、
間
を
空
け
る
。
残
心
は
、
三
秒
取
る
。
約
束
組
手
一
の
攻

撃
は
逆
突
き
。
反
撃
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
の
で
、
突
き
に
合
わ
せ
て
捌
く
。 

基
本
稽
古
の
前
蹴
り
、
約
束
組
手
一
を
再
審
査
。 



講
評 

                          

少
年
部 

昇
級
審
査 

【
色
帯
受
験
者
】 

 

全
て
力
を
抜
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
全
て
力
ん
で
し
ま
う
の
で
も
な
く
、

技
に
緩
急
を
つ
け
、
キ
メ
を
入
れ
る
よ
う
に
稽
古
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
黄
色
線
受
験
者
】 

審
査
会
場
に
入
っ
て
か
ら
出
る
ま
で
が
審
査
で
す
。
日
常
の
稽
古
で
反
復
し
、

技
以
外
の
行
動
も
決
ま
り
通
り
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 



再
審
査
結
果 

 

少
年
部 

（
令
和
二
年
九
月
十
七
日
） 

六
級
合
格 

パ
ル
マ
ー 

望
明 

   

（
令
和
二
年
九
月
十
九
日
） 

六
級
合
格 

小
関 

琉
矢 

   

（
令
和
二
年
十
月
三
日
） 

四
級
合
格 

水
島 

丈 

   

（
令
和
二
年
十
月
十
日
） 

初
段
合
格 

中
野 

幸
大
（
第
一
〇
二
號
） 

  

基
本
稽
古
の
前
蹴
り
、
約
束
組
手
一
、
課
題
ク
リ
ア
。 

 

型
の
二
、
三
、
課
題
ク
リ
ア
。 

約
束
組
手
一
、
課
題
ク
リ
ア
。 

基
本
稽
古
の
前
手
上
げ
打
ち
、
内
受
け
、
課
題
ク
リ
ア
。 


